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研究成果の概要（和文）：ASDと ADHDの存率は高いことが報告されおり、両障害に共通して感覚過敏が認められ
る。本研究ではDTIを用いて、両障害における白質繊維走行の異同および感覚過敏との関連について調査した。
知的障害のない成人のASD、ADHD、健常発達成人合計約200人を対象とした。脳梁において発達障害群で健常成人
群と比較して白質繊維走行の異常が認められた。それは両障害で共通した所見であり、両障害間での統計学的に
有意な差異はみられなかった。発達障害群で感覚過敏の評価尺度の点数と白質繊維走行に関係する値との相関を
示した部位は両障害間で共通しているところが多くみられた。

研究成果の概要（英文）：Autism spectrum disorder (ASD) and attention-deficit/hyperactivity disorder 
(ADHD) have high rates of co-occurrence. Atypical sensory profiles are seen in both disorders and 
are reported to underlie the development of atypical social function.The present DTI study enrolled 
a large sample of adult developmental disorder (DD) populations and typically developed (TD) 
participants.Categorical analyses identified voxel clusters showing significant effects of DD on 
fractional anisotropy (FA) and radial diffusivity (RD) in the corpus callosum. Regression analyses 
revealed that the slopes in relationships of FA or RD to the degree of sensory problems were 
parallel between the two DD groups.

研究分野：精神医学　発達障害　脳画像
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
発達障害は脳機能の障害とされているが、ASDと ADHDのの中核的な症状は異なる。しかしながら、ASDと ADHDの
存率は高いことが報告されている。また両障害に共通して感覚過敏が認められる。本研究ではASDとADHDの脳基
盤には共通点が多く、感覚過敏と関わる脳部位も共通していることを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自閉スペクトラム症（ASD）と注意欠如多動症（ADHD）は高率に並存することが知られてい
る。また、感覚異常も両障害において認められる症状である。両障害には共通した脳基盤が存
在している可能性があるが、これまで感覚異常の背景にある脳基盤における両障害での異同に
ついて検討されていない。 
 
２．研究の目的 
脳画像解析をし、脳白質繊維の走行の観点から、両障害の異同および感覚異常との関係を探る。 
 
３．研究の方法 
年齢、性別をマッチさせた ASD(n=105)、ADHD(n=55)、健常発達者(n=58)に対してMRI画像
を取得し、DTIの手法を用いて脳白質繊維の走行と感覚過敏との関係を探る。感覚異常の尺度
として（Adolescent/Adult Sensory Profile：AASP）を採用した。 
 
４．研究成果 
発達障害群では健常発達群と比較して、脳梁の前部で白質繊維の走行異常（低 FA 値）が共通し
て認められた。FA 値と AASP 値との関連は脳梁の大部分において両障害で共通して関連してい
た。 
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